
【物理】 

〜ClassPad.net のカメラふせん・同時編集機能を活⽤する〜 

探究活動から運動量への理解を深める授業 
エッグドロップコンテストから運動量を理解し活⽤できるようにする。 

※エッグドロップ…限られた材料で容器などをつくり、⾼いところから⽣卵を安全に落とす実験。 
 

 

 

 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
具体例は YouTube などのリンクふせ
んを共有して視覚的に伝える。例え
ば、砲丸投げの YouTube 動画「【世
界陸上オレゴン 男⼦砲丸投 予選】
世界記録保持者 クルーザー」
（https://www.youtube.com/watch?v
=T3JSrIygFEQ)と野球の YouTube
動画「VR で⾒る１６５km/h のスト
レートが速すぎる」
(https://www.youtube.com/watch?v
=v-I1r2TSKjM)の⽐較などを⾏う。
また、公式の説明後、ClassPad Math
を⽤いて各公式を提⽰する。 

 

概要の説明 
・⼒積 
・運動量 
・⼒積と運動量の関係 
を学び、その考えを⽤いてエッグドロッ
プコンテストを⾏うことを伝える。 
 
 
 
 
 
公式の説明 
砲丸と野球ボールを同じ速度で投げよう
とすると、砲丸の⽅がより強い⼒でより
⻑く⼒を加え続けなければならない、な
どの具体例を⽤い、それぞれのパラメー
タがどのように関係しているかの理解に
重きを置きながら、 
・⼒積 
・運動量 
・⼒積と運動量の関係 
の公式を説明する。 
 
 
 
 

ClassPad.net での操作 授業の流れ 

【本授業の⽬的・狙い・到達⽬標】 
教師向けの⽬標：⽬的のわかりやすい実験を⾏うことで、「仮説→検証→考察」という基本サイク

ルを⾏う意欲を引き出し、そこから運動量を理解させる。 
⽣徒向けの⽬標：⾃ら考えて「仮説→検証→考察」を意欲的に⾏うことから、運動量を理解する。 
  
【ClassPad.net 活⽤によるメリット】 
・授業準備の時短／効率化：事前にデジタルノート及び予習課題を配布し、必要な資料をあらかじめ⽤

意しておくことで、⽣徒の思考時間を確保することができる。 
・⽣徒の集中⼒アップ  ：動画や画像コンテンツを⽣徒⾃ら撮影し、ふせんに貼り付けることで、視

覚的にイメージを膨らませ、集中させることができる。 
・探究学習促進      ：同時編集機能を⽤いてグループの考えをまとめさせることで、探究学習

をサポートできる。 
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容器を作成させる際には、 
・step2 で学習した公式をどのように

活⽤したか 
・どの材料をどのように⽤いたか 
・作成した容器の特徴や強み 
などについて、各種ふせんを⽤い
て、グループで同時編集機能を利⽤
しながらデジタルノートにまとめて
もらう。 
デジタルノートにまとめる際は、後
⽇⾏う発表を想定して、各ふせんの
配置などに注意してデジタルノート
を編集することを呼びかける。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実験に⽤いた容器、実験実施動画は
カメラふせんを⽤いて撮影させる。
それらと考察を、グループで同時編
集機能を利⽤しながら step3 と同じ
デジタルノートにまとめてもらう。 
 
 
 
 
 
作成したデジタルノートは PNG化
してファイルふせんに貼り付け、授
業⽀援機能を⽤いて提出してもら
う。問題の解答や途中式はテキスト
ふせん・数学ふせんに書かせ、授業
⽀援機能を⽤いて提出してもらう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実験説明・準備 
5 ⼈程度のグループに分かれさせ、エッ
グドロップコンテストの概要を説明した
上で、⽣卵を⼊れたり載せたりする容器
の作成を⾏わせる。後にデジタルノート
を⽤いて発表を⾏うことを周知させる。 
 
〈概要〉 
所要時間 20 分で、⽣卵を割れないよう
に教室（理科室）から外に落とす容器を
作る。 
〈準備物〉 
A4の紙 2枚、紙コップ、ハサミ、セロ
ハンテープ 
〈得点〉 
・⽣卵が割れなかった…30 点 
・⽣卵が割れた…0点 
・容器の重量…軽い順に 1位 10 点、2
位 9点、3位 8点、… 

・容器の落下速度…速い順に 1位 10
点、2位 9点、3位 8点、… 

 
このとき、step2 で学習した公式を活⽤
すること、また、どのように活⽤するか
を考えながら容器の作成を⾏うことを呼
びかける。 
 
 
実験実施・考察及び発表準備 
各グループで実験を実施させる。実施後
は、結果から、より⾼得点を取るために
はどのような容器にすれば良いかについ
て考察してもらう。考察の際には step2
で学習した公式をどのように活⽤するか
を考えながら考察を⾏うよう促す。 
 
 
 
まとめ・宿題 
・⼒積 
・運動量 
・⼒積と運動量の関係 
の公式を再度確認する。これとエッグド
ロップコンテストの結果から、⽣卵が割
れないようにするには、容器の地⾯との
接触時間を短くしたり、落下速度を遅く
したりすることが有効であると確認を⾏
う。また、宿題として、発表準備の続き
と教科書や問題集の該当範囲を課す。 
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YouTube 動画「Sycamore School / 
Middle School Egg Drop Challenge」 
(https://www.youtube.com/watch?v
=60V7LAqeSr0))など、同じような
ルールでエッグドロップコンテスト
を⾏っている動画の URLを貼り付け
たリンクふせんを送受信機能を⽤い
て共有して試聴を促し、考察に活⽤
してもらう。 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参考・補⾜ 
考察に活⽤するために、同じようなルー
ルでエッグドロップコンテストを⾏って
いる動画のリンクを提⽰する。 
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